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⑦ 情報システム （Information System） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物流における情報は、五大機能からは外れている統合機能です。 

情報とは、物流の五大機能の効率化と効果追及のためにあるものです。 

 

 

 

特に現代社会においては、商品の種類や納品頻度の多様化や取引先数の増加、生産地と消費地の遠隔地化など

の要因により、情報は物流に欠かせなくなっています。 

例えば、原票が手書きから入力に変わり、スキャンや QR コードのみになることも情報システムの発達による 

ものです。 

 

（１）ロジスティクス情報システム 
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情報はロジスティクスにおける生命線です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報システムを成功させ有効に活用するためには、情報システムの使用目的を明確に定めることが重要です。 

ＬＩＳとは、Logistics Information System の略であり、その目的は経営戦略と一体である必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物流における６つの基本情報 
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次に、ロジスティクス情報システムの階層について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇戦略・計画が一番大事です。この部分がロジスティクス情報システムを使用する目的です。 

 

〇その下にはロジスティクス管理があります。物のコスト把握とモノのデータ分析で構成されています。 

 

コンビニを例に挙げてみると、POS システムから流れた情報が 

最終的に川上へ行き、ベンダーやメーカーにたどり着きます。 

そうすると情報が発注情報になり、店には物が入ってきます。 

夏の気温とアイスの売れ行きの関係性のように何が売れているのか、 

というモノのデータ分析の管理が予測には必要です。 

また、コストを把握することも経営には必要不可欠です。 

無駄なものはないか、コストの比重が偏りすぎてはいないかというようなことが挙げられます。 

 

〇戦略、計画と管理を支える基礎の部分が業務運用です。受注から発注まで物がどういう動きをしているか、

物のデータ交換が当てはまります。 

LIS は、戦略、管理と業務運用という経営の 3 階層から成立しています。 
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WMS とは warehouse management system の略で、日本語では倉庫管理システムとなります。 

WMS は、出荷や仕分けといった倉庫内物流の正確性と迅速性を向上する仕組みです。 

WMS による情報面からの支援でお客様の抱える物流ニーズを満たすことが可能です。 

例えば、人件費の低減という物流ニーズに対しては、作業の進捗の把握はできるか、作業員を適正に配置 

できるか、という事項があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの事項に対応する WMS 機能としては 

進捗管理機能などが挙げられます。 

的確な WMS 機能を提案するためには、お客様の 

物流ニーズを正確に読み取り、取り組むべき事項を 

シンプルに洗い出すことが必要です。 
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WMS をより詳しく、SLIMS-WH というシステムを例として説明していきます。 

まずは、入庫から格納にかけての説明です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

荷主企業の基幹システムから発注情報を入荷予定として受信し、入荷予定リストを印刷します。 

 また、通過品の仕分けリストも印刷します。  

 

 

 

 

商品が入荷されたら、無線端末にて現場で入荷検品入力を実施します。 

 

 

 

 

 

ここでは、商品ラベルをスキャンし、該当する入荷予定情報と照合し、通過品・在庫保管品の仕分け指示を無

線端末に表示します。 作業者は指示に従い仕分けします。  
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在庫保管品は、無線端末にて格納入力を行います。  

商品をスキャンすると格納ロケーションの指示が無線端末に表示されます。  

作業者はその指示に従い商品を格納します。  

 

 

 

 

 

通過品は、通過品仕分けリストを参照し、届け先ごとにさらに仕分けられ、出荷まで仮置きされます。  

 

 

入荷入力が完了した時点で、入荷予定情報と実績情報を照合し、差異リストを印刷します。 

 

 

 

仕入先などに確認した後に、荷主企業へ入荷実績情報を送信します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ロジスティクス基礎講習⑦ 情報システム  

©2022 セイノーホールディングス株式会社 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バーコードシール印刷は市販のラベルプリンタと印刷ソフトを利用し、WMS で印刷元情報を作成します。 
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当社のカンガルーオンラインも TMS の一種と言えます。 

TMS は LMS とは別のシステムなので、わけて考えましょう。 
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EDI とは electronic data interchange の略です。日本語では電子データ交換と言います。 

荷主と物流事業者や、事業者同士でインターネットを介して情報を交換することを指します。取引内容や貨物

の状況などを共有することが可能です。EDI により、誤入力が少なくなり、修正もなくなります。 

よってデータ品質が向上し、サービスレベルが向上します。 

また、正確性や迅速性、低コストにより企業間取引を効率化することができます。 
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しかし、いつまでも EDI に依存しすぎていてはいけません。 

情報システムの世界は常に進化を続けており、現在は DX 推進の動きが高まっています。 

DX 推進の上では、EDI への依存は大きな課題です。この点については、お客様とよく話をしてシステムを構築 

する必要があります。 

 

先ほど紹介したスリムスのように、クラウドのシステムも併せ持つシステムもあるので、お客様にサービスを 

提供する際はよく調べておくことが大切です。 


